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厚

生
労

働
省

が
平

成

27

年
２

月
に

と

り
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
団
塊
の
世
代
が

75

歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
約

30

万
人
の

介
護

人
材

が
不

足
す

る
と

推
計

さ
れ

て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
育
分
野
に
お
い
て
は
、
保

育
の

需
要

が
ピ

ー
ク

と
な

る
平

成

29

年

ま
で
に
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、

40

万
人

の
受

け
皿

整
備

と
併

せ
て

保
育

士
の

確
保
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
人

材
の
確
保
に
向
け
、
多
様
な
福
祉
人
材
の
参

入
を
図
る
こ
と
や
、
各
社
会
福
祉
施
設
・
事

業
所

に
お

い
て

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
中
、

こ
う
し
た
福
祉
人
材
の
質
・
量
の
両
面
で
計

画
的

な
採

用
お

よ
び

継
続

的
な

職
員

育
成

の
サ

イ
ク

ル
が

各
福

祉
現

場
に

求
め

ら
れ

て
い
ま
す
。
 

今
回
の
特
集
で
は
、
人
材
確
保
の
方
策
に

つ
い
て
、
本
会
が
開
催
し
た
「
福
祉
の
し
ご

と
就
職
フ
ェ
ア
（
以
下
、「
就
職
フ
ェ
ア
」
。
）
」

で
の
事
例
を
基
に
紹
介
し
ま
す
。
 

      「
人
材
確
保
の
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、
早

良
厚

生
園

の
職

員
採

用
の

基
本

的
な

考
え

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
」
 

 数
年
前
ま
で
は
、
筆
記
試
験
の
結
果
で
採

否
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
の
職
員

が
一

緒
に

働
き

た
い

と
思

え
る

人
を

採
用

し
た
い
と
考
え
、
現
在
で
は
、
就
職
フ
ェ
ア

の
面
談
担
当
者
か
ら
見
た
評
価
や
、
見
学
に

来
ら

れ
た

際
の

雰
囲

気
な

ど
も

参
考

に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
き
っ
か
け
は
、
就
職
フ
ェ
ア
参
加
法

人
向
け
事
前
セ
ミ
ナ
ー
（
県
社
協
主
催
）
で

し
た
。
そ
こ
で
自
施
設
の
魅
力
（
特
長
・
ら

し
さ
）
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
今
後
ど
の

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
か

と
い

う
全

職
員

共
通

の
認

識
を

持
つ

重
要

性
を

学
び

ま
し

た
。
 

  

以
前
は
、
職
員
採
用
だ
け
の
目
的
で
就
職

フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

採
用

に
向

け
た

あ
ら

ゆ
る

活
動

が
職

員
を

成
長
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
職
員
の
職
場
に
対
す
る
思
い
、
要
望
、

理
想

を
共

有
で

き
る

機
会

に
も

な
っ

て
い

ま
す
。
 

               

            

    そ
の
た
め
、
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
に
あ

た
っ
て
は
、
全
員
が
「
自
分
た
ち
の
仲
間
を

探
す
ん
だ
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん
で
い

ま
す
。
 

 「
早
良
厚
生
園
で
は
、
就
職
フ
ェ
ア
に
向
け

て
ど

の
よ

う
な

準
備

を
行

っ
て

い
ま

す

か
。
」
 

 

私
た
ち
の
施
設
で
は
、
就
職
フ
ェ
ア
に
向

け
て
、
毎
回
担
当
者
（
一
般
職
員
）
を
７
～

８
名
選
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
が
中

心
に
な
っ
て
、
必
要
と
す
る
人
材
の
イ
メ
ー

ジ
（
採
用
対
象
者
の
年
齢
、
経
歴
、
人
数
等
）

人
材
確
保
の
カ
ギ
は
、
 

全
職
員
が
採
用
活
動
に
ど
う
関
わ
る
か
！

 

社
会

福
祉

法
人

悲
田

院
 

障
が

い
者

支
援

施
設

早
良

厚
生

園

職員採⽤のための

分かりやすいチラシ

も作成しています

特
集

 
 
 

 
 

 
 

福
祉

人
材

不
足

の
解

消
に

向
け

て
 

 
 
 
 
 
 
【就職先の決め手は第一印象が大事】 
就職フェアでは、多くの施設・事業所の方から

声を掛けられましたが、悲田院のブースがひと際
明るく目を引いたことや私と年齢の近い職員の方
が笑顔で迎えてくれたことで、とても良い第一印
象を持ちました。 
後日、施設見学会に参加したところ、施設の職

員や利用者みなさんが笑顔で迎えてくれたことが
何より印象的でした。 
 
【現在の仕事】 
４月に就職し、６月から３名の利用者の担当に

なりました。食事や入浴介助、外出支援などの業
務を通じてコミュニケーションを取りながら、少
しずつ心の距離を縮めています。分からない事や
困った事が起きたときに、先輩の支援員からサポ
ートを受ける体制が整っているので安心して働い
ています。 
今後は、支援員として利用者の気持ちを汲み取

りながら、一人ひとりの良い所を伸ばしていけれ
ばと思っています。 
 
【福祉の仕事を目指す方へ】 
実際に、高齢者や障害者の方たちと触れ合う機 

会を持つことで、高齢・障害・児童のどの分野が 
自分に合うかをイメージ
できると思います。迷っ
ている方はぜひ就職フェ
アに参加してみてくださ
い。そこで気になった施
設・事業所の見学会に行
ってみるのもおすすめで
す。 

を
設
定
し
た
り
、
面
談
者
数
の
目
標
設
定
、

ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。
 

全
体
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
ら
、
管
理
職

を
含

め
た

会
議

で
内

容
を

よ
り

深
め

て
い

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
議
を
毎
週
１
回
は

行
い
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
ま
す
。
 

ま
た
、
当
日
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る

た
め
、
施
設
内
に
就
職
フ
ェ
ア
の
仮
ブ
ー
ス

を
作
り
、
担
当
以
外
の
職
員
を
求
職
者
役
と

し
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
、
質
の
高
い
採

用
活
動
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
 

  「
確

か
に

早
良

厚
生

園
の

ブ
ー

ス
は

毎
回

求
職
者
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
就
職
フ
ェ
ア
の

振
り

返
り

や
面

談
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

等
は

ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
」
 

 

ま
ず
は
、
就
職
フ
ェ
ア
終
了
後
に
職
員
全

員
で
反
省
会
を
行
い
ま
す
。
来
場
者
や
面
談

し
た
方
の
状
況
の
分
析
、
自
法
人
の
面
談
の

仕
方

や
ブ

ー
ス

づ
く

り
を

振
り

返
る

と
と

も
に
、
他
法
人
の
方
法
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
次
回
の
就
職
フ
ェ
ア
に
つ
な
が
る
よ

う
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。
 

ま
た

面
談

者
に

は
見

学
会

を
実

施
し

て

い
ま
す
。
就
職
フ
ェ
ア
当
日
の
ブ
ー
ス
担
当

職
員
が
案
内
役
を
担
う
こ
と
で
、
安
心
感
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
 

「
就

活
者

に
伝

え
た

い
福

祉
の

し
ご

と
と

は
？
」
 

 

ま
ず
言
い
た
い
の
は
、
福
祉
の
仕
事
は
楽

し
い
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
。
辛
い
こ
と
や
大

変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な

仕
事
に
も
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
仕
事
は
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
支
援
し
、
そ

れ
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
瞬

間
を

体

感
で

き
る

こ
と

が
一

番
の

醍
醐

味
で

す
。

利
用

さ
れ

て
い

る
方

一
人

ひ
と

り
の

可
能

性
を

発

見
し
て
、
共
に
成
長
で
き
る

仕
事

は
他

に

あ
り

ま
せ

ん
。
 

ま
た
、
職
員

が
き

ち
ん

と

生
活

で
き

る

よ
う

な
保

障

や
体

制
も

し

っ
か

り
整

備

さ
れ

て
い

る

業
界
で
す
。
ま

ず
は

１
歩

踏

み
出

し
て

み

ま
せ
ん
か
。
 

 

就職フェアでの採用活動の９のポイント 
 

❶ 複数の職員で担当する。担当を固定しない。 

 

❷ 採⽤する対象者像を事前に設定しておく。誰で

もよい、では誰も来ない。 

 

❸ ⾃施設の魅⼒（特⻑・らしさ）を前⾯に出す。

当たり前と思っていたことが、実は珍しい取り

組みだったりすることも。 

 

❹ 対象者に合わせたパンフレットやチラシを作成

する。施設の利⽤者向けパンフレットと求職者

向けパンフレットは違う。 

 

❺ 設定した採⽤対象者像と同年代の職員がブース

で⾯談をする。求職者が席に着きやすく話しや

すくなる。 

 

❻ ⾯談時は、求職者が聞きたいことを話しの中⼼

とする。⾃⼰紹介や施設概要紹介は簡潔に。 

 

❼ ⼿渡す資料は後⽇⾒てもらうものとする。資料

に沿って話すのではなく、⾔葉で伝えるべき情

報を提供する。 

 

❽ ⾯談会が終了したら、⾯談者へのフォローを必

ず⾏う。電話や⼿紙でお礼や⾒学会の案内など。

 

❾ 施設内で反省会を⾏う。 

枡田 充生 施設長 

木﨑 優衣さん 

就職フェアをきっかけに早良厚生園に就職した
木﨑 優衣 さんにもお話しを伺いました！ 
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に
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く
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年
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で

は

、
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記
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の
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果
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採
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場
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や

、
見

学
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際

の
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囲

気

な

ど

も

参

考

に

す

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た
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そ

の

き

っ

か

け

は

、
就

職

フ

ェ

ア

参

加

法

人

向

け

事

前

セ

ミ

ナ

ー

（

県

社

協

主

催

）

で

し

た

。

そ

こ

で

自

施

設

の

魅

力

（

特

長

・

ら

し

さ

）

に

つ

い

て

改

め

て

考

え

、

今

後

ど

の

よ

う

に

し

て

い

き

た

い

か

と

い

う

全

職

員

共

通

の

認

識

を

持

つ

重

要

性

を

学

び

ま

し

た

。

 

  

以

前

は

、
職

員

採

用

だ

け

の

目

的

で

就

職

フ

ェ

ア

に

参

加

し

て

い

ま

し

た

が

、
今

で

は

、

採

用

に

向

け

た

あ

ら

ゆ

る

活

動

が

職

員

を

成

長

さ

せ

る

チ

ャ

ン

ス

と

捉

え

て

い

ま

す

。
 

ま

た

職

員

の

職

場

に

対

す

る

思

い

、
要

望

、

理

想

を

共

有

で

き

る

機

会

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

 

               

            

    そ

の

た

め

、
就

職

フ

ェ

ア

へ

の

参

加

に

あ

た

っ

て

は

、

全

員

が

「

自

分

た

ち

の

仲

間

を

探

す

ん

だ

！

」
と

い

う

気

持

ち

で

臨

ん

で

い

ま

す

。

 

 「

早

良

厚

生

園

で

は

、
就

職

フ

ェ

ア

に

向

け

て

ど

の

よ

う

な

準

備

を

行

っ

て

い

ま

す

か

。
」

 

 

私

た

ち

の

施

設

で

は

、
就

職

フ

ェ

ア

に

向

け

て

、

毎

回

担

当

者

（

一

般

職

員

）

を

７

～

８

名

選

出

し

て

い

ま

す

。
こ

の

チ

ー

ム

が

中

心

に

な

っ

て

、
必

要

と

す

る

人

材

の

イ

メ

ー

ジ

（

採

用

対

象

者

の

年

齢

、

経

歴

、

人

数

等

）

人
材
確
保
の
カ
ギ
は
、
 

全
職
員
が
採
用
活
動
に
ど
う
関
わ
る
か
！
 

社

会

福

祉

法

人

悲

田

院

 

障

が

い

者

支

援

施

設

早

良

厚

生

園

職員採⽤のための

分かりやすいチラシ

も作成しています

特

集

 

 

 

 

 

 
 

福

祉

人

材

不

足

の

解

消

に

向

け

て
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【就職先の決め手は第一印象が大事】 
就職フェアでは、多くの施設・事業所の方から

声を掛けられましたが、悲田院のブースがひと際
明るく目を引いたことや私と年齢の近い職員の方
が笑顔で迎えてくれたことで、とても良い第一印
象を持ちました。 
後日、施設見学会に参加したところ、施設の職

員や利用者みなさんが笑顔で迎えてくれたことが
何より印象的でした。 
 
【現在の仕事】 
４月に就職し、６月から３名の利用者の担当に

なりました。食事や入浴介助、外出支援などの業
務を通じてコミュニケーションを取りながら、少
しずつ心の距離を縮めています。分からない事や
困った事が起きたときに、先輩の支援員からサポ
ートを受ける体制が整っているので安心して働い
ています。 
今後は、支援員として利用者の気持ちを汲み取

りながら、一人ひとりの良い所を伸ばしていけれ
ばと思っています。 
 
【福祉の仕事を目指す方へ】 
実際に、高齢者や障害者の方たちと触れ合う機 

会を持つことで、高齢・障害・児童のどの分野が 
自分に合うかをイメージ
できると思います。迷っ
ている方はぜひ就職フェ
アに参加してみてくださ
い。そこで気になった施
設・事業所の見学会に行
ってみるのもおすすめで
す。 

を
設
定
し
た
り
、
面
談
者
数
の
目
標
設
定
、

ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。
 

全
体
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
ら
、
管
理
職

を
含

め
た

会
議

で
内

容
を

よ
り

深
め

て
い

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
議
を
毎
週
１
回
は

行
い
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
ま
す
。
 

ま
た
、
当
日
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る

た
め
、
施
設
内
に
就
職
フ
ェ
ア
の
仮
ブ
ー
ス

を
作
り
、
担
当
以
外
の
職
員
を
求
職
者
役
と

し
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
、
質
の
高
い
採

用
活
動
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
 

  「
確

か
に

早
良

厚
生

園
の

ブ
ー

ス
は

毎
回

求
職
者
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
就
職
フ
ェ
ア
の

振
り

返
り

や
面

談
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

等
は

ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
」
 

 

ま
ず
は
、
就
職
フ
ェ
ア
終
了
後
に
職
員
全

員
で
反
省
会
を
行
い
ま
す
。
来
場
者
や
面
談

し
た
方
の
状
況
の
分
析
、
自
法
人
の
面
談
の

仕
方

や
ブ

ー
ス

づ
く

り
を

振
り

返
る

と
と

も
に
、
他
法
人
の
方
法
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
次
回
の
就
職
フ
ェ
ア
に
つ
な
が
る
よ

う
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。
 

ま
た

面
談

者
に

は
見

学
会

を
実

施
し

て

い
ま
す
。
就
職
フ
ェ
ア
当
日
の
ブ
ー
ス
担
当

職
員
が
案
内
役
を
担
う
こ
と
で
、
安
心
感
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
 

「
就

活
者

に
伝

え
た

い
福

祉
の

し
ご

と
と

は
？
」
 

 

ま
ず
言
い
た
い
の
は
、
福
祉
の
仕
事
は
楽

し
い
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
。
辛
い
こ
と
や
大

変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な

仕
事
に
も
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
仕
事
は
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
支
援
し
、
そ

れ
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
瞬

間
を

体

感
で

き
る

こ
と

が
一

番
の

醍
醐

味
で

す
。

利
用

さ
れ

て
い

る
方

一
人

ひ
と

り
の

可
能

性
を

発

見
し
て
、
共
に
成
長
で
き
る

仕
事

は
他

に

あ
り

ま
せ

ん
。
 

ま
た
、
職
員

が
き

ち
ん

と

生
活

で
き

る

よ
う

な
保

障

や
体

制
も

し

っ
か

り
整

備

さ
れ

て
い

る

業
界
で
す
。
ま

ず
は

１
歩

踏

み
出

し
て

み

ま
せ
ん
か
。
 

 

就職フェアでの採用活動の９のポイント 
 

❶ 複数の職員で担当する。担当を固定しない。 

 

❷ 採⽤する対象者像を事前に設定しておく。誰で

もよい、では誰も来ない。 

 

❸ ⾃施設の魅⼒（特⻑・らしさ）を前⾯に出す。

当たり前と思っていたことが、実は珍しい取り

組みだったりすることも。 

 

❹ 対象者に合わせたパンフレットやチラシを作成

する。施設の利⽤者向けパンフレットと求職者

向けパンフレットは違う。 

 

❺ 設定した採⽤対象者像と同年代の職員がブース

で⾯談をする。求職者が席に着きやすく話しや

すくなる。 

 

❻ ⾯談時は、求職者が聞きたいことを話しの中⼼

とする。⾃⼰紹介や施設概要紹介は簡潔に。 

 

❼ ⼿渡す資料は後⽇⾒てもらうものとする。資料

に沿って話すのではなく、⾔葉で伝えるべき情

報を提供する。 

 

❽ ⾯談会が終了したら、⾯談者へのフォローを必

ず⾏う。電話や⼿紙でお礼や⾒学会の案内など。

 

❾ 施設内で反省会を⾏う。 

枡田 充生 施設長 

木﨑 優衣さん 

就職フェアをきっかけに早良厚生園に就職した
木﨑 優衣 さんにもお話しを伺いました！ 
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スポーツ、文化活動を通じた高齢者の生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりを支援するとともに、

世代を超えた交流を深め、社会参加を促進し、「はつらつとした高齢社会」を築くことを目的として毎

年開催する「福岡県ねんりんスポーツ・文化祭」。今年度は、筑豊地域を中心に開催し、メーンイベン

トでは子どもから大人まで楽しめる多彩な催しを行います。多くの皆様のご来場を心からお待ちしてい

ます。 

【メーンイベント】 日時 １１月７日（土）１０時から１６時まで 

          会場 ユメニティのおがた 
（直方市山部 364—4） 

【 記 念 講 演 】 ピーター氏（歌手・俳優） ※トークショー 

【 イ ベ ン ト 】 ●シニアの方の歌声を楽しめる「合唱フェスティバル」 

●地元のグルメや障害者の「まごころ製品」等が盛り沢山の「ふれあい市場」 

●昔ながらの遊びや文化を楽しもう！「地域文化伝承コーナー」など 

【 そ の 他 】 各スポーツ交流大会等の日程等は本会ホームページをご覧ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 福岡県地域福祉財団が、福岡県の行政改革により解散（平成２７年３月）されたことに伴い、

本年度から本会が標記事業を引き継ぐこととなりました。  

 そこで本会では、地域でボランティア活動を積極的に推進している団体等に対し、「地域ボラ

ンティア活動支援のための助成事業」を下記のとおり実施します。  

 なお、詳細は近日中にホームページ等でお知らせします。  

＜ 概 要 ＞ 

対 象 団 体 子どもの健全育成、高齢者・障害者等のための福祉活動、環境保全やまちづくり活動等、住民の主体
的参加に基づく福祉コミュニティづくりに寄与するボランティア活動を行っている団体等

助 成 額 １団体 総額３０万円以内 ※決定後一括交付

助 成 期 間 決定年度を含め３年
※助成期間中、助成額をすべて活用した場合でも、３年は決定事業の事業報告が必要です。

申請手続き

申請を希望する団体等は、申請事業を所管する市町村担当部署、市町村教育委員会 社会教育
担当部署 又は市区町村社会福祉協議会のいずれかの推薦が必要です。
※ 法人について、該当機関の推薦が難しい場合は、県または政令市の設立認証書の添付をもって
該当機関の推薦にかえることができます。その際は、直接本会へ提出ください。

募 集 期 間 平成２７年７月３１日（金）～平成２７年８月２８日（金）

そ の 他
詳細は、実施要綱をご覧ください。
ホームページアドレス

 

【問い合わせ先】 福岡県ねんりんスポーツ・文化祭実行委員会事務局 
         （福岡県社会福祉協議会 地域福祉部 共生社会推進課） 

☎ ０９２－５８４－３３７７（代表） 

 

【問い合わせ先】 地域福祉部 共生社会推進課 ☎ ０９２－５８４－３３７７（代表） 
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

福
岡
県
共
同
募
金
会 

☎ 

０
９
２-

５
８
４-

３
３
８
８ 

 

           

上
毛
町
の
あ
す
な
ろ
会
（
以
下
「
会
」

と
い
う
）
は
、
一
人
暮
ら
し
・
寝
た
き
り

の
高
齢
者
を
励
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
と
し
て
、
当
時
の
民
生
委
員
が
中
心
と

な
り
昭
和
６０
年
に
発
足
。
現
在
３９
名
の

会
員
で
活
動
し
て
お
り
、
地
域
の
福
祉
施

設
や
小
学
校
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

東 

一
成 

会
長
は
、
「
会
の
運
営
は
、

会
費
と
共
同
募
金
の
配
分
金
と
そ
の
他
、

活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の
寄

付
等
で
行
っ
て
い
ま
す
。
財
政
状
況
は
毎

年
と
て
も
厳
し
い
の
で
、
共
同
募
金
の
配

分
金
が
無
か
っ
た
ら
、
会
の
存
続
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
会
の
発
足
以

来
３０
年
間
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
寝 

た
き
り
の
方
々
が
少
し
で
も
孤
独
感
な
ど

が
癒
さ
れ
、
生
き
る
希
望
、
生
き
る
幸
せ

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い

う
願
い
を
込
め
『
文
集
あ
す
な
ろ
』
を
発

行
・
配
布
（
年
３
回
、
１
回
あ
た
り
５
８

０
部
）
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
集
は
、
各

地
区
の
民
生
委
員
等
の
協
力
を
得
て
、
一

人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
、
関
係

団
体
等
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
読
者
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
『
配
布
を
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
』
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
集
が
発
行
で
き

る
の
も
共
同
募
金
の
お
か
げ
で
す
。
」
と

話
さ
れ
ま
す
。 

           

 

会
で
は
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
福
祉
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

○ 

地
域
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
て

行
う
ふ
れ
あ
い
活
動 

 

○ 

地
域
の
小
学
４
年
生
と
知
的
障
害
施

設
と
の
交
流
を
行
う
み
か
ん
狩
り 

 

○ 

地
域
の
小
学
生
に
年
賀
状
作
成
を
お

願
い
し
、
７０
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
に
年
賀
状
を
送
る
活
動 

 

○ 

会
員
の
環
境
美
化
の
意
識
づ
け
を
図

る
た
め
の
空
き
缶
拾
い
等
の
環
境
美

化
活
動
（
年
１
回
） 

 

○ 

地
域
の
小
学
校
か
ら
の
要
請
に
よ
る

「
昔
の
遊
び
」
を
伝
え
る
活
動 

等 

            

こ
の
よ
う
に
、
共
同
募
金
は
多
く
の

人
々
が
ふ
れ
あ
う
様
々
な
福
祉
活
動
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

「文集あすなろ」の作成に 

ご協力ください！ 

 

今後、さらにより良い文集にしていくた

め、読者の皆様からの感想や提言、寄稿を

お待ちしています。 

 

ボランティアあすなろ会 

☎ ０９７９－２４－９２７５ 
右から 会 長 東  一成 氏 

副  会  長 太田 成子 氏 

文集活動部長 今田 孝行 氏 

文集製本作業の様子 

地域の福祉施設への訪問ふれあい活動の様子 

じぶんの町を良くする赤い羽根共同募金

共同募金を活用して住民の福祉向上に取り組

む団体をご紹介します。 
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平平成成２２７７年年度度共共助助社社会会づづくくりり推推進進ののたためめのの市市町町村村社社協協モモデデルル指指定定事事業業  

モモデデルル実実施施社社協協決決定定！！！！  

  

  

 

 
 
 

去る５月３１日（日）、風水害及び地震・津波災害等を想定した「福岡県・福岡市合同総合防災訓練」が福
岡県警察訓練跡地を主会場に福岡市内４か所で行われ、福岡県、福岡市及び消防、警察、自衛隊、地域住民
など約１〃３５０人が参加しました。

この訓練の中で、福岡市及び福岡市社会福祉協議会が中心となり、本会も協働して西南学院大学（福岡市
早良区）で、「災害ボランティアセンター」設置運営訓練を行いました。

今回は、浸水被害の特に大きい地域にサテライト型の「災害ボランティアセンター」を設置運営するとの
想定で訓練を実施しました。広域被害のため、ＮＰＯや大学生が中心となって運営スタッフに参画する「協
働型災害ボランティアセンター」の設置運営訓練を実施しました。

今回は大学生、ＮＰＯ団体、地域住民等約７０名が参加。参加者からは「初めて参加し、どのようにした
らいいのかわからなかったが、実際に災害が起きたら、このような活動が行われていることがわかってよか
った。」、「何度か現地ボランティアに参加しているが、日頃から訓練をやっておかないといざという時対応
できない。定期的に参加しなければ。」等様々な感想が聞かれました。

福岡県では、大学生の災
害ボランティアを養成し、
東日本大震災被災地や、広
島市土砂災害被災地に大学
生を派遣しており、今後も
継続して取り組んでいくこ
ととしています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 平成２６・２７年度テーマ 「福祉教育」 】 

【 平成２７・２８年度テーマ 「社会福祉法人が連携した社会貢献活動」 】

 
 
 
 
 
 

苅田町社会福祉協議会 共に学ぶ福祉教育の推進 

大野城市社会福祉協議会 学校における福祉教育の充実 

大牟田市社会福祉協議会 社会福祉法人の連携・協働による地域公益活動の展開 

うきは市社会福祉協議会 うきは市社会福祉法人連絡協議会での地域公益活動の研究と試行 

嘉麻市社会福祉協議会 地域の課題解決に向けた協力体制の強化 

上毛町社会福祉協議会 
“オールこうげ” 
ひとつの社会福祉法人ではできなくても、それぞれの種別の特性や強
みを活かし協働で生まれる力は、大きな一歩に。 

本会では、２つのテーマを設け、「共助社会づくり推進のための市町村社協モデル指定事業」を実施してい
ます。平成２６年度・２７年度を指定期間として、学校・地域・企業・ＮＰＯ等と連携した福祉教育プログ
ラムを開発し、福祉教育推進のための基盤整備を図ることを目的とした「福祉教育」モデル指定を２社協に
行いました。

また、今年度新たに「社会福祉法人が連携した社会貢献活動」というテーマで募集を行い下記４社協に対
し、平成２７・２８年度のモデル指定を決定しました。社会福祉法人の在り方が問われ、社会福祉法人に対
して社会貢献活動の実施が義務づけられるという大きな流れの中で、同一市町村内の社会福祉法人が、連絡
協議会等の組織化等により、各法人間の連携を進め、社会貢献活動の構築を図ることを目的としたものです。

 

ボランティア受付の様子 活動オリエンテーションの様子 マッチングの様子 

【問い合わせ先】 地域福祉部 地域課 ☎ ０９２－５８４－３３７７（代表） 

介
護
保
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い
、市
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村

で
は

新
地

域
支

援
事
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け

る
協

議
体

の
編
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並

び
に

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
を
配
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こ
と
と
な
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ま
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た
。こ

れ
に
対
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に
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け
る
課
題
の
把
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と

課
題
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け
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け
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に
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築
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村
の
取
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組
み
が
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か
つ
円
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に
実
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さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
こ

の
よ

う
な

中
、

去
る

６
月

１１日
、

電
気
ビ
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本
館（

福
岡
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お
い
て
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岡
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催
に
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援・介
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に
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た
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開
催
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ま
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。

 
こ
の
研
修
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縁
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開
催
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。

 
以

下
、

講
演

の
概
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し
ま

す
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築
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０
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５
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テ
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。
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が
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。
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中
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。
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縁
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。
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に
向
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平平成成２２７７年年度度共共助助社社会会づづくくりり推推進進ののたためめのの市市町町村村社社協協モモデデルル指指定定事事業業  

モモデデルル実実施施社社協協決決定定！！！！  

  

  

 

 
 
 

去る５月３１日（日）、風水害及び地震・津波災害等を想定した「福岡県・福岡市合同総合防災訓練」が福
岡県警察訓練跡地を主会場に福岡市内４か所で行われ、福岡県、福岡市及び消防、警察、自衛隊、地域住民
など約１〃３５０人が参加しました。

この訓練の中で、福岡市及び福岡市社会福祉協議会が中心となり、本会も協働して西南学院大学（福岡市
早良区）で、「災害ボランティアセンター」設置運営訓練を行いました。

今回は、浸水被害の特に大きい地域にサテライト型の「災害ボランティアセンター」を設置運営するとの
想定で訓練を実施しました。広域被害のため、ＮＰＯや大学生が中心となって運営スタッフに参画する「協
働型災害ボランティアセンター」の設置運営訓練を実施しました。

今回は大学生、ＮＰＯ団体、地域住民等約７０名が参加。参加者からは「初めて参加し、どのようにした
らいいのかわからなかったが、実際に災害が起きたら、このような活動が行われていることがわかってよか
った。」、「何度か現地ボランティアに参加しているが、日頃から訓練をやっておかないといざという時対応
できない。定期的に参加しなければ。」等様々な感想が聞かれました。

福岡県では、大学生の災
害ボランティアを養成し、
東日本大震災被災地や、広
島市土砂災害被災地に大学
生を派遣しており、今後も
継続して取り組んでいくこ
ととしています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 平成２６・２７年度テーマ 「福祉教育」 】 

【 平成２７・２８年度テーマ 「社会福祉法人が連携した社会貢献活動」 】

 
 
 
 
 
 

苅田町社会福祉協議会 共に学ぶ福祉教育の推進 

大野城市社会福祉協議会 学校における福祉教育の充実 

大牟田市社会福祉協議会 社会福祉法人の連携・協働による地域公益活動の展開 

うきは市社会福祉協議会 うきは市社会福祉法人連絡協議会での地域公益活動の研究と試行 

嘉麻市社会福祉協議会 地域の課題解決に向けた協力体制の強化 

上毛町社会福祉協議会 
“オールこうげ” 
ひとつの社会福祉法人ではできなくても、それぞれの種別の特性や強
みを活かし協働で生まれる力は、大きな一歩に。 

本会では、２つのテーマを設け、「共助社会づくり推進のための市町村社協モデル指定事業」を実施してい
ます。平成２６年度・２７年度を指定期間として、学校・地域・企業・ＮＰＯ等と連携した福祉教育プログ
ラムを開発し、福祉教育推進のための基盤整備を図ることを目的とした「福祉教育」モデル指定を２社協に
行いました。

また、今年度新たに「社会福祉法人が連携した社会貢献活動」というテーマで募集を行い下記４社協に対
し、平成２７・２８年度のモデル指定を決定しました。社会福祉法人の在り方が問われ、社会福祉法人に対
して社会貢献活動の実施が義務づけられるという大きな流れの中で、同一市町村内の社会福祉法人が、連絡
協議会等の組織化等により、各法人間の連携を進め、社会貢献活動の構築を図ることを目的としたものです。

 

ボランティア受付の様子 活動オリエンテーションの様子 マッチングの様子 

【問い合わせ先】 地域福祉部 地域課 ☎ ０９２－５８４－３３７７（代表） 
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本会では、各種社会福祉施設で構成する協議会の事務局（１１種別）を担っています。 
今年度は、このコーナーで順次各種別協議会の活動等を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

社会福祉施設 種別協議会 紹介 

【各種別協議会 事務局】  施設福祉部 施設課内  （春日市原町 3-1-7 ｸﾛｰﾊﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ西棟 6階） 
TEL ０９２－５８４－３３７７（代表）  FAX ０９２－５８４－３３６９・３３８１

福岡県乳児院協議会 
乳児院は、家族の病気等、様々な理由から家庭で⼦どもが育てられない状況が⽣じた時に、児童相談所を通じて⼦どもを

⼀時的または中・⻑期にお預かりし、家庭に代わって⾒守り育てるところです。また、緊急での⼀時保護の受け⼊れ等、２４時

間３６５⽇体制で養育を⾏います。全国には１３４の乳児院があります。現在、福岡県内には６施設あり、０歳から就学

前までの約１７０⼈の⼦どもたちが⽣活しています。 

近年は、ネグレクトを含む虐待や何らかの疾病・障害を抱える⼦どもたちが多くなりました。医学的・療育的な関わりも⾏いな 

がら、家庭との療育の協働を⼼がけています。また、⾥親家庭とのパー

トナーシップを重視し、⼦どもの療育の社会化を進めています。 

福岡県乳児院協議会では、⼦どものいのちを守り育むために、⾏

政をはじめ関係機関と連携した様々な検討を進めるとともに、県内乳

児院と連携し、療育の質や施設機能の向上を目指して、各種研修

会を通じてスキルアップに取り組んでいます。 

 これからも、乳児院の⼦育て機能の専門性を活かし、⼦ども・家族

に寄り添いながら、地域の⼦育て⽀援の社会資源として「社会的養

護を必要とする⾚ちゃんのセーフティネット」として活動していきます。 

福岡県⾥親会 
 福岡県⾥親会（通称クローバー会）は、昭和 44 年 9 ⽉に発⾜し、間もなく 46 年を迎えようとしています。当時、福岡県

では、107家庭が⾥親登録をしており、そのうち3割にあたる家庭に38⼈の⼦どもたちが委託されておりました。現在、福岡県

（政令市の福岡市、北九州市を除く）では、182 家庭が⾥親登録をしており、その半数の家庭で、132 ⼈の⼦どもたちが⽣

活しています。 

 クローバー会では、県内の管轄児童相談所ごとに 5 つの地区（福岡、宗像、⽥川・京築、久留⽶、⼤牟⽥）に分かれ、そ

れぞれが独⾃にサロン活動や、地域啓蒙活動を⾏い、親睦を図っています。また、各地区の⾥親が⼀同に集う研修会を年 2

回開催するとともに、夏休み等には⾥⼦の⼦どもたちを中⼼とした野外活動も⾏なっています。全国⾥親⼤会、九州地区⾥親

研修⼤会等もあります。来年度は、「第 3 回⻄⽇本⾥⺟のつどいｉｎ福岡」を当会の⾥⺟が中⼼と

なって、クローバープラザでの開催を予定しており、⻄⽇本の各県より⾥⺟がつどい、⽇ごろの⾥⼦養育

について、⼤いに語り合う計画を⽴てています。 

 近年の児童虐待の増加に伴い、⾥親家庭に委託される⼦どもたちにも、発達障害、知的障害を抱

える⼦ども、あるいは、非⾏歴のある⼦どもが委託されるようになって参りました。社会的養護を必要と

する⼦どもたちの安⼼・安全な暮らしが保証されますように、⼀⼈でも多くの⼦どもたちが家庭の中で育

つことができますように、多くの皆様⽅に私たち⾥親の仲間になっていただきたいと切に願っています。 

⾥⼦たちは、地域の⾥親家庭でゆっくりと⽣活しております。どうぞ⾥⼦たちのために、地域の皆さま、

様々な団体さまのご⽀援を⼼よりお願いいたします。 

福岡県母子生活支援施設協議会より ～前号の補足～ 
本紙１５１号（５月２０日発行）８頁の本会が寄稿した本会紹介記事について、次のとおり補足します。 
施設種類の法律上の名称は「母子生活支援施設」に変更されていますが、各施設においては以前の法律上の名称である 「母子

寮」いう言葉を使用しているところもあります。こうした施設名称の使用にかかわらず、母子生活支援施設では母子がやすらぎの場と
時間を持てるように寄り添う支援に努めています。 

手打ちうどん作りでは、ビニール袋に
入れた生地を子どもが一生懸命フミフミ

レシピ集を作るなど職員の資質 
向上も図っています

里親と里子の絆を深めるイベ
ントを積極的に行っています 
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 ふくふくＩｎｆｏ 

ゴールドマン・サックス証券株式会社様から児童福祉施設へ
の野球観戦チケットをご寄贈いただきました！ 
 
ゴールドマン・サックス証券株式会社様は、平成 18 年度から毎年、県内の児童福祉施設に対して、福岡ヤフ

オク！ドームでの野球観戦チケットを寄贈いただいています。 

平成 2６年度からは、福岡ヤフオク！ドームのスーパーボックスにご招待いただいており、滅多にできない経

験を子どもたちも大変楽しみにしています。 

児童福祉施設では、子どもたちの健全な育成のため、日々の活動で野球に取り組んでおり、このような貴重な

機会は未来ある子どもたちの成長にとって大変有意義な経験となります。 

素晴らしい機会を与えていただきましたゴールドマン・サックス証券株式会社様、ありがとうございます！ 

福岡県遊技業協同組合様から児童養護施設協議会へ寄付
 
県内の児童養護施設の小中学生を対象とした『こども絵画コンクール』の開催やその参加児童を遊園地に招待

するなど、日頃から子どもたちのために幅広く社会貢献活動を展開されている福岡県遊技業協同組合（以下、県 
遊協）様から福岡県児童養護施設協議会（以下、県養協）に対し寄付金を贈呈いただ
きました。 
５回目となる今年度は、平成２７年５月２８日（木）にグランド ハイアット 福岡

（福岡市）で贈呈式が執り行われ、県遊協 金本 正浩 理事長（写真右）から県養協 松
﨑 副会長（福岡子供の家 施設長、写真左）に寄付金が手渡されました。 
県養協にいただいた寄付金は、児童の健全育成および施設間の親睦を目的とした野

球・バレーボール交流大会の運営や日々児童と向き合っている職員の資質向上に向け
た研修会に活用させていただきます。 

老人ホーム紹介事業の寄付つき商品が誕生！ 
～相談１件につき６５円を寄付～ 

 
 福岡県共同募金会では、平成２４年度から企業等と連携した寄付つき商品の企画（募金百貨店プロジェクト）
を行っています。この度、株式会社エン・コネクト様から、寄付を通じて福岡県の福祉課題解決につなげてほし
いという思いでご協力いただき、『住まい６５×赤い羽根プロジェクト』が誕生しました。 
この寄付つき商品は、同社が運営する老人ホーム紹介センター「住まい６５」

への相談１件につき６５円を本会へ寄付いただきます。「住まい６５」では、老
人ホーム等に入居を希望する方への相談・施設見学・紹介をすべて無料で行っ
ています。そのため、相談者は気軽に相談ができ、安心して自分の希望に沿っ
た住まいを見つけることができます。 
同社代表取締役の江里口 曜平 氏は、「この紹介センターを通して老人ホーム

等を選ぶ仕組みができることを目標とし、それが福岡県全体の福祉向上につな
がることを期待しています。」と意気込みを語られました。 
 
【問い合わせ先】 福岡県共同募金会 ☎ ０９２－５８４－３３８８ 

ふくしの職場で働きませんか？就職面談会を各地区で開催！
 
福祉関係事業所と求職者の面談会を設け、福祉の仕事への理解を促す機会、福祉の仕事を希望する人に対して

社会福祉施設等への就職する機会を設けることを目的に下記日程で開催します。 
 

地区名 開催日 会場 

北 九 州 市 平成２７年 9 月 ２日（水） ウェルとばた （戸畑区） 

筑 後 地 区 平成２７年 9 月１２日（土） ホテルニュープラザ久留米 （久留米市） 

京 築 地 区 平成２７年１０月２５日（日） ウィズゆくはし （行橋市） 

筑 豊 地 区 平成２７年１１月 １日（日） サン・アビリティーズいいづか （飯塚市） 

 

（左）江里口 曜平 ｴﾝ・ｺﾈｸﾄ代表取締役 

（右）添島 浩 県共同募金会 常務理事 

【問い合わせ先】県民サービス部 人材・情報課 (福岡県福祉人材センター) ☎ ０９２-５８４-３３１０ 
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「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」を実施します！  
 
福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程とは、福祉人材確保指針（厚労省告示）で示された「福祉・介護サ

ービス分野におけるキャリアパスに対応した生涯を通じた研修体系」の構築を目指すため、全国社会福祉協議
会中央福祉学院が平成１０年から推進していた「福祉職員生涯研修課程」の実績と課題を踏まえて新たに開発
された研修課程で、全国的な普及を推進しています。そこで、本会研修課では、下記研修会を開催します。 

【本研修課程の特徴】 

① 福祉・介護職員のキャリアパスに応じた資質向上を段階的・体系的に図っています。 

② あらゆる事業種別・職種を横断した福祉・介護職員全般を対象としています。 

③ 研修内容の標準化を図り、全国共通の基礎的研修となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
詳しい日程・内容、お申込み等については、 

研修課のホームページ（http://www.fsw.or.jp/kenshu/）をご覧ください。 
 
【問い合わせ先】県民サービス部 研修課 （〒816-0804 春日市原町 3-1-7 ｸﾛｰﾊﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ 4 階） 

TEL ０９２－５８４－３３５１  FAX ０９２－５８４－３３５４ 

管理職研修
 
 
 

チームリーダー研修
 
 
 

あなたの家にもニセ電話！ 県内だけで被害額 10 億円超！
 
身内（子や孫）、会社員、警察官、市役所職員などいろいろな立場になりすましたニセ者（犯人）が、

電話を悪用して行う詐欺のことを福岡県警察では「ニセ電話詐欺」と呼んでいます。 

平成２７年５月末の福岡県におけるニセ電話詐欺（振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺）の認知件数

は２０６件で、前年の同月と比べ１１５件増加し、被害額は１０億２，５０２万円で、前年の同月と比べ

５億５，５９１万円増加しています。特に被害者の過半数が６５歳以上の高齢者となっています。 

このような中、福岡県警察では、「ニセ電話気づかせ隊推進委員会」を組織し、本会もその一員となっ

ています。気づかせ隊は、金融機関をはじめ、高齢者に関わる各関係機関・団体に加入を働き掛け、被害

の未然防止に協力してもらう取り組みです。隊員が５０万円超の被害を防いだ際に感謝状や御礼品の贈呈

も用意。隊員登録については、県警ホームページの申込みフォームや最寄の警察署でも可能です。 

「電話でお金の話は、全て詐欺！」多くの高齢者の生活を脅かす詐欺行為を抑えるため、積極的な御協

力をお願いします！ 

 
福岡県警察本部 生活安全部 生活安全総務課 安全安心まちづくり推進室 ☎ 092-641-4141 

福岡県警察ホームページ http://www.police.pref.fukuoka.jp/index.html 

開催日
：日程：８月２７日（木）・２８日（金）
；日程：９月 ８日（火）・ ９日（水）
会 場
：日程：クローバープラザ 東棟５階 ５０６研修室
；日程：クローバープラザ 西棟５階 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ：；
対 象
福岡県内の社会福祉法人において、近い将来管理者の
役割を担うことが想定される指導的立場の職員、現に管
理者に就いている職員

 
 
講師：

主な内容 ・キャリアデザインとセルフマネジメント
・福祉サービスの基本理念と倫理 ・リーダーシップ
・利用者本位サービス実現と権利侵害防止
・管理職としての能力開発 ・組織運営管理
・チームアプローチと多職種連携・地域協働

開催日
：日程：１０月２９日（木）・３０日（金）
；日程：１１月１２日（木）・１３日（金）
会 場
：日程：クローバープラザ 西棟５階 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ：；
；日程：クローバープラザ 西棟５階 ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ：；
対 象
福岡県内の社会福祉法人において、近い将来チームリー
ダー等の役割を担うことが想定される中堅職員、現に主
任・係長等に就いている職員

 
 
講師：

主な内容 ・キャリアデザインとセルフマネジメント
・福祉サービスの基本理念と倫理 ・リーダーシップ
・チームリーダーとしての能力開発 ・組織運営管理
・チームアプローチと多職種連携・地域協働
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